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金沢・敦賀間の 34年度開業実現へ前進！ 

来春の金沢開業を目前に控え、福井が取り残されないためにも、

工期短縮は最大の課題と位置付け、金沢・敦賀間の 3年前倒しの実

現に向け、中央要請を行いました。結果、与党 PTは、「北陸新幹線

金沢・敦賀間の工期を３年前倒しし、平成３４年度開業を目指す」

という検討結果を取りまとめ、7月 16日に政府に申し入れました。 
 一番の課題は、工期短縮に伴う財源の確保であり、来年度の予算編成過程で、結論を得るた

め、８月末に「政府・与党ワーキンググループ」が設置されることになりました。このワーキ

ンググループでは、約５,４００億円の財源確保のための 

① 新規着工３区間の貸付料の前倒し活用 

② 貸付期間（現行３０年）の延長 

③ JR九州株売却益の活用を含めた幅広い観点からの安定的な財源の検討 

などが議論されることになる模様。 

人口減少対策は、数値目標の設定から！！ 

 超高齢・少子社会を迎え、日本も本格的に人口減少社会に 

突入しました。福井県も急きょ、副知事をトップとした『人 

口減対策検討チーム』を立ち上げましたが、施策については、 

まだ霧の中。県外大学等に進学した者の Uターン就職支援、 

雇用拡大を図るための企業誘致、育児休業支援、児童手当の 

増額、学童保育の整備、三世代同居の推進、県外からの就農 

者の誘致など、様々な取り組みに数値目標を設定し、将来人 

口の数値目標も設定すべきと主張しました。                      

 知事は、大変難問であるが、元気が伝わるよう、みんなで 

頑張って研究していこうと思うとの答弁でした。 

道州制は地方を消滅させる！ 

 議会の最終日に、道州制導入反対の要請書が福井県町村会より議会に提出されました。道州

制は、地方分権に名を借りた新たな集権体制を生み出すものであり、地域の活力を削ぐもので

あるとの認識から、断固反対していく必要があります。 

また、衆議院や参議院の定数問題も含め、地方の声が届くような選挙制度の見直しが必要と、

「参議院選挙制度改革に対する意見書」を、政府・自民党に申し入れました。 

発行所 ： はた孝幸事務所 

発行者 ： 福井県議会議員  畑 孝幸 

住  所 ： 〒9100043 福井市四十谷町 5-18 

          TEL： 0776-59-1008 / FAX ：0776-59-1777 

          Email hata-co@mx1.fctv.ne.jp 

            URL： http://www1.fctv.ne.jp/~hata-co 

 

~hata 

 

 

はた孝幸 

県議会報告   

 

北陸新幹線 

mailto:hata-co@mx1.fctv.ne.jp
http://www1.fctv.ne.jp/~hata-co


 

 

はた孝幸県政報告 No.4 発行日 平成 26年 8月 10日 

   

 

 

- 2 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●3/26大型クルーザ船日本丸入港 

丸岡城歓迎隊もお出迎え！ 

 

●7/19野外恐竜博物館オープン（西川知事、山岸勝山

市長、波田野ブランド大使と共に） 

 

●4/1ロボット製作会社 

㈱ココロ(東京・羽村市)にて 

 

●5/8 権現川に緋鯉放流、

環境整備の一環として

行っています。 

 

●5/6朝倉曲水の宴に参加   お題は「おもかげ」 

 糸
さ

桜
くら

咲く 家族そろって 諏訪館
すわやかた

 

      孫の目もとに 父のおもかげ 

 

●5/2 二枚田幹線林道を観光道路に！

私も地下足袋姿 

 

●5/9土砂崩れ擁壁完成 

 これで、子供たちも安全！ 

 

 

●5/30 丸岡家さん、高橋製粉所さん

の出店視察。 

 

●1/23稲田大臣と共に 

 

●産業常任委員長に就任 

  景気回復に全力投球！ 
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